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アニサキス様幼虫消化管移行症の2 症例
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緒　 言

Anisakis 様幼虫 （Anisakis－like　larva） が人体消化管

内に侵入し，高度 の好酸球浸潤を伴う蜂窩織炎 ，膿瘍 ，

肉芽腫を形成する症例が相次で報告されている ．これら

の症例の多くは胃腫瘍 ，胃潰瘍，局所性腸炎 ，急性虫垂

炎の臨床診断のも とに開腹手術を受け ，その病巣 の組織

内にAnisakis 様幼虫の検出されたもので， 消化器疾患

の臨床に新 な問題を投ず ると共に ，海産魚 の生食 が本症

発生 に有力 な原因を なすこ とから俄に注目さ れ始 めた ．Anisakis

の発育史や 感染 経路 につい て は 今 日明 かに

されてい ない が，発育途上 に各種 の海産魚類 を中 間宿主

とし て過す時期 に固有宿主で ある海産 哺乳動 物に経口的

に摂取された後 ，胃壁 に寄生 し， ここ で完 全な発育 を遂

げるものと見られる．人 は固有宿主とはならない が，幼

虫を保有する魚類 を生 食した際幼虫は胃腸組織内に穿入

移行し ，或期間生存し，や がては死滅するもその部位に

高度の病変を惹 起せし めるものであろう．

著者等は最近胃癌の臨床診断のもとに胃切除を施した1

症例及び局所性 腸炎として手術をした1 症例の病巣組

織内よ り，それぞ れAnisakis 様幼虫と思 われる 虫体を

認 めたのでその形態的所見を仔細に検討し ，更にこれに

よる病理組織学的変化を追求したので報告する ．

症　　 例

第1 例 ，佐藤○之助　45 才，男，職工

住所 ：　横浜市本 牧町 に幼時より居住す．

臨床 診断 ：　胃　癌

手 術月日：　昭和37 ，　2　，　21

既往歴：　家 族歴共に特記すべきことなし．

発病：　平素胃が悪かっ たが ，6 ヵ月前より時々上腹

部鈍痛，噴気 ，膨満感 ，胸やけ等があ り，食慾不振，羸

生

痩が目立ち ，季肋部の疼痛は日を経るに従い ，強さを増

し ，且つ 食後嘔気 を催すことが多 くなっ た ．

本人は平素マ クロ， カツオ ，イ カ ，アジ ，カレイ，ヒ

ラメ等の海魚生食（刺身 ，酢漬）を好む ．

臨床所見：　胃部の圧痛 ，胃小彎側に小指頭大の精々

硬い腫瘍物を触れ る．X 線によ り胃角よ り胃前 底部（幽

門部）小彎側 に小指頭大のNische 様陰影を 認 めた（図12

）．

血液所見 ：　白血球数5 ，000，赤血 球数420 万， 血色

素26 ％

尿検 査所 見：　蛋白（ －）糖（ －）ウロビ リノーゲン

（－）　ビリルビン（ 一）

手 術所見：　貧血 が著し い の で1 ，200　cc　の輸血を行

っ た後患部 を摘出した．胃角部 より胃前底部の小彎側に

小指頭大の梢々硬いポリープ 状をなす腫瘤が見出され ，

粘膜面は内腔に向っ て僅に膨隆していたが，肉眼的には

カタール性病変や潰瘍形成等の所見はな かっ た ．胃周囲

淋巴腺は腫大していた．術後 は 比較的順調で18 日後退

院した ．

病理組織学的所見：　胃粘膜下に限局性の好酸球性 膿

瘍 （Eosinophilic　Abscess） の形成 が 認 められ， 膿瘍中

心部 に4 つ の横断又 は斜断 された線 虫の虫体断面 が認 め

られた（図1 ～5）．虫体に接し て脱皮し た角皮 と思われる

一部 が残存し 白血 球の 集積 或は 壊死 組織により 囲繞さ

れ ，膿瘍周辺は高度の好酸球浸潤を伴 う肉芽組織が形成

されている ．浸潤細胞は好中球 ，淋巴球，組織球 ，プラ

スマ細胞等多 数を混じ ，瀰慢性に或は集積性に強く浸潤

し ，線維素の析出があ り，一部に線維の膨化で小壊死巣

が見 られた ．肉芽組織内 の脱皮角皮周囲に は一段 と好酸

球 を混じた 細胞浸潤 が強いこ とが注 目さ れた．粘膜下組

織 は卦 吐細胞 の浸潤 と浮腫 も加 リ，著し く肥厚し ，ため

に筋層 は圧排 されて断裂す る部分 があ り，血 管は内膜が
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増 殖 して肥厚 し充血 を示 す．漿膜組織内にも好酸 球， リ

ンパ球 ，好 中球などの浸潤が可成 強く見られる．病巣部

の粘膜面に虫体の侵入によると思われる欠 損部があり，

出血 ，細胞浸潤を来 し， つづい て病巣 まで蛇行状に好酸

球 及び発注細胞の浸潤が見られ ，明らかに虫体侵入の痕

跡 と見做された．粘膜のカタール性病変や潰瘍形 成像は

殆ど認 められなかっ た．胃粘膜下の病巣内に見られた4

つの虫体断面の計測値は次の如くであっ た ．

1）　0 ．35×0 ．24　mm　　　3）　0 ．52×0 ．31　mm

2）　0 ．35×0 ．27　mm　　　4）　2 ．57×0．35　mm

虫体は変性過程にあ り，胃壁内侵入後梢々長い時間を

経 過したも のと思われる ． 特に縦ながにきれたNo ．　4

では，角皮は剥離し ，角皮下筋組織 も走行 を乱し ，内部

組織 は梢々 鮮明 を欠い てい る．し かし1 例に明らかに双

葉 の側線が見られ ，体腔内に 変 性し た 腸管が 認められ

る．真横に近くきられた虫体の横断 面では構造が比較的

明瞭 に判り，角皮 ，皮質 下の 筋組織と 緻密に 良く 発育

し ，左 右対 象性に双葉状に二 分された側線が虫体腔内に

突出し背腹正中線も小さいが明瞭に見られた ．

第2 例　仲田○夫　15 才，男，学生

住所：　静岡県清水市大手町

臨床診断：　局所性回腸炎

手術月 日：　昭和40 ，　4 ，　28．

発病：　1 ヵ月前よ り，時々腹痛があ り，特に食後に

発来す ．数 日前 より持続性の鈍痛 が起 り痛 みは 日毎 に強

さを増 す．

患者 はイ カ，マ クロ，カツオの生食 を好 む．

臨床所 見：　食慾不振， 嘔吐 ， 幅気 はない が 腹部緊

張 ，マック・バーネ氏 点圧痛著明 ，白血球1 万， 糞便内

虫卵なし． 潜血反 応陽性急 性虫垂炎の疑い で開腹手術 を

受 く．

手 術所 見：　回湯 末端より 囗惻40 　cm位のと こ ろ に

鮮 紅色で漿膜下出血の存在する部が約10　cm　あり ，その

部の腹壁は梢々硬く，中央は狭くなり，局所性回湯炎とし

て切除を行 う．附近の淋巴腺は腫脹している ．粘膜面は

軽度の腫脹 とカタール性炎症が認 められ ，漿膜は滑沢を

欠き線維素 が瀰慢性 に附着ず ，病巣部を割断する と粘膜

下組織に限局性 の淡黄灰 白色 の病変 が著明 に見ら れた ．

病理組織学的所見 ：　炎症部 の粘 膜は一部上皮 に脱落

か おり， その近 くに粘膜固有 層より筋板 下に達 する裂眩

か見られ，周囲に少数の出血 ，細胞 浸潤を来 し，つづい

て病変部に通じ， 航跡状に好 酸球好中球 ，リンパ球 ，プ

ラスマ細胞を混じた細胞浸潤が見られ ，虫体の移行像と
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解された（図10 ）．

虫体の周辺部は著明な炎症があり，好酸球性膿瘍を形

成し，一部に蜂窩織炎の像も見られている．膿瘍中には

斜断された 虫体1 隻が存在していた（図6 ～10）．膿瘍

周辺部にゆくに従い，好中球，淋巴球，組織球，プラス

マ細胞が混然として出現し，線維芽細胞の出現も高度で

ある．虫体とやや離れた肉芽組織内の一部に脱皮した角

皮殼が存在し，その周囲は一段と好酸球を伴った細胞浸

潤が顕著であった．粘膜下組織は軽度の出血，炎性細胞

の浸潤と浮腫も加り著しく肥厚す．筋層及び漿膜にも浮

腫，血管の拡張，中等度の好酸球，好中球，リンパ球及

び組織球等の浸潤が見られた．

虫体は脱皮間もない 幼虫と思われ，断面の計測値は18

×0．4　mm であった．エオジンに好染する角皮によっ

て被われ，体輪も明で角皮下層，筋組織もよく発育を示

し体の中心部に大きな腸管（中臈）が存在し，中腸壁の

組織は極めてよく発達した厚い円柱上皮細胞から成り，

核は多くは基底部に規則正しく配列している．またヘマ

トキシリンに好染したventriculusと臈移行部が見られ

（巾0 ．12　mm）食道腔の一端もみられる．虫体は比較的

新鮮で明確に染色され，融解，膨化等の変性像は認めら

れなかった．虫体周囲には脱皮角皮殼の一部が残存す．

本線虫を斯様な所見のみで同定することは困難である

がAnisakis 属幼虫に極めてよく類似している．

（485 ）

考　　察

著者等は胃癌，局所性腸炎の疑いで手術を施され，そ

れぞれ粘膜下に限局性の腫瘤が形成されているのが見ら

れたもの各1 例につき，病理組織学的検索により病巣部

に虫体の存在を確認した．虫体は大鶴・初鹿野・小柳・

監物（1965）の14 症例中11 例，横川・吉村（1964，1966

）の6 例，西村（1965）の2 例，山口・柳川・国重

・臼谷（1964）の2 例，遠乗寺（1965）の2 例，佐藤

（1946）の2 例，浅野・今野・綿貫・酒井（1964）の1 例

稲臣・作本・伊藤・神原（1965）の1 例，石倉（1966）

の12 例，宮里・村上・井上・細川（1966）の1 例，宮

崎・川島・多田・西村（1966）の数例等の報告例と同

様，左右側線の先端が双葉状に2 分し，皮質下の筋組織

も緻密によく発達し，大きな腸管（中臈）とその極めて

発達した厚い円柱上皮細胞の構造，またventriculus の

存在等形態学的に著しい特徴を示している．更に虫体の

同定に資するため，イルカの胃より採取したAnisakis

属幼虫と比較検討した結果，その形態的所見も木例に極
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めて類似 してい る点が多 かっ たので， 本例をAnisakis

様幼虫と同定した（イルカ寄生のAnisakis については

別 に報告する予定）．

本幼虫によっ て起る病変 は胃及 び腸粘膜下に高度の好

酸 球浸潤 による膿瘍 或は蜂窩織炎を 形 成し ， そ の 中にAnisakis

様幼虫の形 態学的 特徴を有す る 断面が 認 めら

れ ，膿瘍 周辺部には高 度の好 酸球浸潤を伴う肉芽 組織が

増生 し， 著明な浮腫 ，線 維素析出，類線 維素様変性 ，組

織 球，好 中球 ，形 質細胞 等が混在し ，特徴 ある組織像を

呈した．

元来Anisakis の固有終末宿主 は海産 哺乳動物類 で，

人 は非 固有宿主であ る．従っ て人 が幼 虫を保 有する海魚

を摂取し， その幼 虫が消化 管内に穿入 し，ある期 間は生

存 し得ても成長にまで発育 することは恐 らく稀有のこ と

であろ う．しかし今回 の所 見から人体 内でも少くも1 回

は脱皮 してある程度 発育 するこ とが確められた．こ の間

に起る組織反 応は単 なる異物排除 の組 織活動 ではなく ，

虫体に由来 する成 分に対 する反応 と解 され，恐 らく虫体

より産出 される物質 が抗原 となっ て起る抗 原・抗 体反 応

が関与 するものと思 われる．通常線 虫幼虫はその脱皮 に

際し て多 量の抗原性物質 を排出 するものであるが，今 回

の例 で見られた脱皮殼周 囲の強い 組織反応 は上 記の考え

を うらづ けるものと考 えられる．

なお本 症例では幼 虫が侵入 したと思 われる粘膜組織の

一部 に欠 損があり， そ の周 囲に 出血 ， 細胞 浸潤が 見ら

れ，更 にっづいて病巣部 まで航跡状 に好酸 球を混 じた炎

性細胞 の強い浸潤は幼 虫移行像 と解された．

本症 例の患 者は海魚 の生食 を好 むうえ，海岸 域に居 住

す るため，海魚生食 する機会 の多 かっ たこ とが ，衢々発

症 の有力 な原因の一つ として考察 された．

結　　 論

胃癌及び局所性回腸炎 として診断さ れた各1 症例につ

い て，そ の病巣組織内よ り，　Anisakis 様幼 虫を検出し ，

これ が形態学的所見を仔細に検討し ，更に病理組 織学的

変化 につ き種々解析 を加 えた．

本症例 はいづれ も 粘膜下に 限局性 の 好酸 球性 蜂窩 織

炎，同 膿瘍 を形成し ，そ の組織内 に線 虫虫体 を認 めた．

虫体輪切 像の形態上の特色 ，特に角皮下 の筋組織 はよく

発達 し ，筋細胞は規則正し く密 に排列し双葉状 の側線 が

あ ること，中臈 が極 めて発達した厚い円柱上皮 細胞 から

成 るこ と，　Ventriculitisの存在等 からこれ らはSAnisakis

様幼 虫と同定され る．

（486 ）

虫体による病変はその組織像よ り，非固有宿主におけ

る寄生虫性アレルギー反応の関与が考えられる ，特に各

症例とも肉芽 組織内に脱皮した角皮殼が残存し， その周

囲には一段と好酸球及び炎｜生細胞の浸潤が顕著であっ た

ことは ，これに関連して注目すべきことと思われ る．

粘膜面の欠 損 ，それから病巣部 に連続する航跡 状の細

胞 浸潤等から判断 して ，虫体の侵入は胃， 腸粘膜面より

なされるものであることを確認した．
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第1 例， 胃粘膜下組織内の好酸 球性 膿瘍 の形 成（矢印）中に4 つ の虫 体断面 像が見ら れる．

第1 例， 好酸球性膿瘍内 の虫体と組 織像， 虫体は変性しっっある．

第1 例， 右側虫体の 角皮 は崩壊し，腸管 の円柱上皮細胞は変性し（矢印）前 端部に側線 が見られる（A ）ま

た虫体の接した組織縁に脱皮 の角皮と思 われる一部が残存す．

第1 例右側虫体横断面 の皮 質下の筋組織は緻密にしてよく発達し．双葉状 の側線（矢印）が対象性 に見え

る． 中央にやや変性した腸管 が兒られる．

第1 例， 虫 体を囲 み好酸 球からなる膿瘍ち線維素の析出，線維 の膨 化などが認められる．

第2 例， 好酸球 から成る 膿瘍内 の虫体断面． 体腔内には よく発達し た 厚 い 円柱上皮 細胞 を有する中臈

（A ）が大部分を 占め，　Veetriculus　の移 行部（B ）と僅に 食道腟 が見 られる．（矢印）体壁と腸管とを連結

する網状組 織があり虫体の周囲に脱皮殼 の一部 が残存す．

イルカ の胃内 より採 取せる 山 詞ぶ心 属幼虫の断面．A ．腸 の円柱ll 皮細胞B ．　Ventriculitis．　C ．網

状組織，

第2 例． 虫 体，周囲 の組 織病 変像． 虫体と稍々離れたところに脱皮した 角皮殼 が残存し， 周囲は特に好酸

球及び炎性細胞 の浸 潤が著明（矢印）血管拡張 す．

第2 例． 脱皮 せる角 皮殼の拡大と細胞浸潤，

第2 例． 虫体侵入日 と見做さ れる部， 粘膜岡有層及び筋板下の出血（ 黒色）と病巣 まで好 酸球及び炎性細

胞の浸潤 が著しい．

イルカの胃内寄生 の 山・隘z屁凵 萬幼 虫（長2 ．5　cm）の脱皮（頭部）．

第1 例．山 ふ誠 八 屈幼虫の侵入によ り肖 角部に発生 せる，腫瘤（ 小指頭大）のレント ゲン像OJ ミ［j］．

（488 ）
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REPORTS　ON　TWO　CASES　OF　EOSINOPHILIC　GRANULOMATOSIS

DUE　TO 　ANISAKIS－LIKE　LARVAL　NEMATODE

Shigeru　KIKUCHI ，　Shigeo　HAYASHI

（£）ゆ の77・・en！　of匸Parasitology 。 ＆ 加ol 　of　Aを 必ふle，　Y，。ゐ。yzα。i　a　Ciひ・ び7廐・ersity）

＆

Koichi　SUGIYAMA

（月θ7・mok 。Clinic ，　Yokohama ）

Eosinophilic　granulomatosis　caused　by　the　larvae　of　Anisakis －type　nematode　is　recentlygaining　much

　concern 　of　public　as　the　number　of　case
　report　IS　increasing．　This　is　particularlyrelevant　in　Japan　where　the　sea　fish　which　are

suspected　to　be　an　infection　source　are　greatly

consumed　m 　raw　conditions．　In　the　present　paper　two　cases　of　the　larval　anisakiasis　are　reported．Both

patients　were　hospitalized　in　a　clinic　in　Yokohama　having　complaints　of　acute　abdominal

symptoms ．　They　underwent　surgical　operations　under　a 　clinical　diagnosis　of　gastric　tumor　andof　appendicitis　respectively

．　A　submucosal　lesion　was　found　in　the　stomach　of　one　patient　andin　the　ileum　in　another

．　Pathological　e χaminations　on　the　tissue　sections　of　the　lesions　revealedthat　a　granuloma　with　intensive　infiltration　of　eosinophilic　cells

was　formed　in　the　submucosal

tissue　in　both　cases．　Each　granuloma　involved　nematode　larvae　which　were　identified　as　thoseof　anisakis

－type　worm　based　on　the　morphological　characteristics　of　lateral　cords ，　muscle　layeras　well　as　those　of　intestine

．　Infiltration　of　cells　observed　to　connect　the　surface　of　the　lesionto　the　granuloma　apparently　suggested　that　the　invasion　of　larvae　took　place　through　the　mucosalsurface　of　host　intestinal　canal

．　Evident 】y　the　worms　underwent ，　at　least，　one　ecdysis　in　humanhosts　since　there　were　observed　the

　remanant　of　molted　cuticula 　surrounding　the　worms ．　Itwas

of　particular　interest　to　notice　that　the　host　tissue　reactions　were　especially　strong　around

the　molted　cuticula ．　It　may　be　interpreted　as　that　a　certain　substance　which　is　usually　releasedin　a　great　ammount　at　the　time　of　ecdysis　stimulated　the　reactions

．　It　was　suggested　that　theinvolvement　of　an　allergic　tissue　reaction　should　be　considered

．
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